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「大島海の見える家」使用料金表

(備考)

①中前者は地テt見住民に限る。宿in使用も可能。寝具の提
'tは

無し。

②施設使用料と冷
'デ

ズアフy数は料金共に基づいて微収する。

③次の場合は、施設使用料を微収しないが、冷暖房lた用料は微収する。

◆公共的団体等が使用する場合

◆地域住民が題味、生きがい活動等にかた用する場合

①使用時‖Wの延長は、原則として認めないが、やむを得ない場合で、他の

支障のないときは、追加料金を微収する。

③商品lllぇ光等、営利目的として使用した場合は、上記料金の倍額とする。

③その他、イ1え II及び使用料金について必要な事は指,と管理をが別に,とめる。

⑦施設の利用料金は変更ありません。

③笠lyl市大鳥海の見える家設P'条例及び同条例施行チ,と則の規定により答F巳

いたします。

③笠岡市1監定施設「大島海の見える宗」答型迅付規料を遵守して迅付いた

しま‐す
‐
。

⑩lr務局は週のうち3日 (火 水 ホ)及 びサロン円設日は窓日業務をい
たします。効務時Jりは9時から12時といたします。

①ll務局が勤務しているときに限リコピーサービスをいたします。

詳細は1'務局まで

「笠田市衣島朽の見える家」が

大島まちづくり協議会事務局
生々rtt T打 う(∴詩r, 1 8 3 9 - 6
TEL 090-7991‐ 4928
FAX0865-67‐ 6818
メールアドレスOshirnachi(のyahoo cojp

1月 1日 から「笠岡市大島海の見える家」の指定管理者
になりました。
この決定をいただくまでに、多くの関係者に大変お世話
になりました。
そして、旧事務局が不便な地で会員の皆様には運営面で
ご迷惑をおかけいたしましことをお詫び申し上げます。今
後は、お気軽にお立ち寄りくださいますようよろしくお願
い申し上げます。

事務局及ぴ集会室使用予約先等変更内容

1.所在地
笠岡市大島中1839-6<旧 大島中8940-1>

2.施設名
「大島海の見える家」<旧大島 博 宅>

大島 博
携引き:090-7991-4928
自宅 :0865-67-1637

○事務局 大島 和恵
イ国人携帯 :090-7895-7256
事務局 FAX:0865-67-6818

○集会室等予約先
浅野 民枝 様 (浅野敬道様の西隣りのお宅)
電  言舌 イ国人携帯 :090-1681-8509

自空壱 :0865-67-1049
▲事務所が閉所しているときご利用ください。

協働のまちづくり事業進捗状況
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大島まちづくり協議会事務局 (大島海の見える家)

コピーサービスのおしあせ
自黒
コピー

カラー
コピー

その他
八ガキ  B5版   B4版
A4と同額 A4と同額 A3と同額

「こんなこと」
もできます !

《コピーの利用について》
毎超 大 。本 。本 (午前9隠～)※塩:E以

'卜

での利用の際はご相酸下さい
※いきいきサロン門骰の円は.使用出来ます

碑しくはこちうにお問い合わせ下宮い

縮 需 電 話 (090-7991-4923)
もしくは大島博 (0865-67-1637)

施設使用料 冷且妥房費

時間単価 時間単価使用室等
8時～22時 0時～24時

全  室 700円/1H 500円/1H
和室 (1) 200円/1H 100円/1H
不□室 (2) 200円/1H 100円/1H
集会室 300円/1H 300円/1H
調理室 200円/1H 100円/1H
広 場 300円/1H窯中お見舞いやし≧げ餞す

皆様方にはご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えのことと存じます。
今年度は、大島まちづくり協議会の、活動初年度にあたるため、多種多様な事業を計画いたしましたが、皆様方の積極的
なご支援により、ほとんどの事業に着手でき、日途がついた感がいたしております。
さて、昨年は笠岡市においても、市制施行60周年にあたり、諸々の記念行事が執り行われました。これら行事へ皆様のご

賛同を得て、「よつちゃれ」そして「大運動会」へご参加くださり、立派な成績をおさめていただきました。ありがたく厚
くお礼中し上げます。
大鳥まちづくり協議会は、引き続き、未了の事業を処理していくことはもとより、昨年末の議会で決議されました二つの

新規事業をこの 1月 から開始することになりました。その事業の一つは、大島まちづくり協議会が笠岡市から「大島海の見
える家」の指定管理者に指定され、集会室等の管理をはじめ、この施設利用にあたり、より高い事業効果を目指してまいる

所存でございます。
また、次は地域課題の一つである高齢者の皆様のコミュニケーションの場づくりでこれを、このたび、厚生労働省の介護
基盤緊急整備等臨時特例基金を財源に「地域支え合い活動体制づくり事業」としてパイロット的・先駆的事業の取り組みを

することになりました。「シーサイドいきいきサロン事業」と名付けて開設準備にかかつています。
3月 10日 が開所式の予定です。会員各位のご理解とご協力によりまして、安全で安心のできる魅力あふれるまちの実現に

向けて努力いたします。
何卒、今年も温かいご鞭撻を賜りますようよろしくお願い中し上げます。
平成25年 1月

大島まちづくり協議会 会長 大島 博

施 設 !用料
使用内容

期間 使用料金

宿 泊 (全室 ) 17時～翌8時 12,000円

葬 儀 (全室 ) 2日間 20,000円

法 事 (全室 ) 1日間 10,000円

浜中
鈴木医院

木野山医院
0

安田工業 .

大島中学校

大島東小

西大島

大島郵便周
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追捗状況 12・ 31現在分野 事業内容

支え合い準備委員会構成/3・ 10サ ロンB〕所式ウォーキング大会合同開催実行委員会般置事業

研修事業 支え合い準備講座検討中・県内視寮検耐

支部単位で開催検酎中・中支部は 1月 20日 開悩予定・酉北支部 2月 9日開催予定 。その他未定地域交流事業

広報事業 情報発信インターネッ ト利用を検討中・会報新年号発行

公共交通改善推進協醜会と協力・運行バスの今後の対策等検酎交通対策事業

多目的広場造成・束屋設置事業 整地は概ね完了・県産材による東屋建築準備中・県補助決定受理

ポイン トカー ド発行事業 ポランティアポイントカード3月 10日 発行予定 。要綱決定済

コピーサービス事業 事務所移転後・ l B10日 以降予定 料金上記参照

総務

拠点移動事業 「海の見える家」笠岡市瞼会指定管理者決瞼済・ 1月 1日以降管理開始

耕作放棄地再生作業開始 草木刈払作業実施・利用計画中ふれあい貸農園事業

協働耕作事業 同上

今年度中本格B,1業をめざすトラック市題営事業
福祉

サロン開殿事業 (支え合い体制づくり事業) 準備委員会発足 し準備中 3月 10日 以降開業予定―週 1回予定

ラジオ体操等健康づくり事業 東地区実施中・実施希望地区は相談 次年度全地区普及を目指す

宝探し健康ウォーキング大会事業 3月 10日 に決定 実行委員会構成準備中健康

市主値大運動会等参加事業 中学生の部大縄岳ヽび 3位入賞

特産品加工を含め腑師を検討中産業 梅加工等事業

青佐山登山口案内板設置事業 笠岡工業高校山下工房連携製作中 2月 中完成予定

同上青佐山展望案内板他跛臣事業

大島各地区歴史散歩資料集発行事業 監修中 正式発行配付は次年度予定

史跡マップ作成事業 歴史散歩資料から作成準備中 3・ 10までに発行予定 ウォーキングコース版
大島88か所。33観音めぐり実地調査開始 今年度秦案まとめ次年度発行

観光

巡礼マップ作成準備事業

桜名所づくり事業 各支部単位で桜推由。樹医さん依頼巡回後10選を予定

切り花出荷と今後の養生検討水仙の里づくり事業

花街道東地区事業 シーサイドフラワーロード (東地区)12/17実施 「海の見える家J花壇餃ほ
花衡道中地区事業 河神社会道中心に街道づくり。周辺伐採等整地作業・プランターヘ植栽

新県遭東中東側及びガツリンスタンド脇へ植栽完了

環境

花衡違西地区事業

青少協連携事業 ふれあいウォーキング大会共値・タオルマフラーを波し広報兼ねる
教育

梅植栽事業 西地区と中地区へ候補地内定・学校協破済み 日程未定

文化(傘踊り/よ つちゃれ他)事業 よつちゃれ出洟銀営受営文化

防災削練事業 自主防災マップ作成準備中(危機管理部と協鵬中)
防災

避確事業 12月 20日 マップ作成要領説明会開償 (大島地区内関係)腑座あと2回予定

ONE FOR ALL ALL FOR ONE 一 人 は  み ん な の た め に  み ん な は  ひ と り の た め に



大島まちづくり協議会

地域の誰もが、経験と知識・技能 。そして

ほっとな心でボランティア活動をしませんか。

社会参加で自身の生きがいを高めることが

できたらどんなに素敵でしょう

齢を寄せても、この地域で安心して

生活できるように、

要介護になるのが遅くなりますように、

自分のことが自立できるように、

支え合えたらと考えています。
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地域活性■とのため あなたし
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・
業

鮮備朝

先進蘭。パイロット的事業でモデル地慨となる!
厚生労働省の介護基盤緊急整備等、臨時特例基金を財源に実施するもので、
この事業は、自治体、住民組織等との協働 (新しい公共)により高齢者等の日
常的な支え合い活動の体制づくりを立ち上げるため、その準備を急いでいます。

<参考>事業実施までの流れ

区 朝 :潤

緑i

・交付額は、都道府県の65歳以上高齢者数等に基づき算定              :

・補助率10/10
・都道府県が認めた額 (市町村から提案された事業内容を踏まえ、所要額を市町村に交付)
・都道府県が自ら実施することも可

剛 咽

』田L」
・
補
助
等

・事業を効果的に組み合わせ
・市町村は自ら実施又は補助・委託等
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大島支え合い体制づくり準備委員会組織表 平成24年度地域支え合い体制づくり予算書く特別会計〓支体〉

収入の部
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3大島まちづくり協慎安主館の活助に参加すると1ポイント。
うf済の見える家」で使用,贈来るみと引換H来 ます。
し,10ポイントで欲窃み、20ポイントで食事み。
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◎ポランテf7カードは世帝圭単僅で発行
く櫂散枚必要な場合は事務局へご重備下さい。)

Oボランテイアにお瀬すると
ポランティアポイントを受けられます。
ポランテイアにお加された時間2時間単位て1ポイント
10ポィントて コーヒー勢
20ポィントて 寅事勢

Oポイントがたよると
r)_サィドぃきぃきサロン」の良亭勢・
コーヒー勢帯と引き換えができ譲す。

年間200ポィントが顧Eo。
※ポランティア活動事業真施要絹を参照

役政名 役 員 関係団体等役磯名

顧 問 原田  較 Ⅲ顧門 福祉協慣会支部長
相  機  役 田口 患機 *相談役 市会横員
相  談  役 仁科 文秀 *相康役 市会横員
相  談  役 島田 世畳 グルーブオーム施蹟長
相  談  役 安慣 繍― 学監経験者半支部長他
相  談  役 滅野 携ニ 学讚経験者
相  談  役 滅野 正入 独路組合長
委  員  長 大島  情 学会長

長

長

員

局

委

務

副

事 藤井 正信 単コ費長

副 委 員 長

地域還携代表
黒住 な敬 老大会代表

*照塊部長
*pl支 部長

地増連携B代表 黒住孝士郎 *東 支部長
麹蹴連携B代表 二階蛍傷栄 十中 支部長
地域速携B代表 安福 精― ホ西北支部長
地域遮携B代表 大島 忠政 *西南支部長

B委 員 長
実 行 委 員 会
諮行事連携代表

大島 患虚
*支部長

民生委員代表者

実 行 委 員 会

緒行事連携代表
,党野 和房 *総務実行委員会副部長

実 行 委 員 会

館行事連携代表
入江  強 *総務研修担当副部長

実 行 委 員 会

祐行事連携代表
桜井 章雄 *総務交H対策担当副部長

副 委 員 長

い とい き代表
藤井 治雄

いきいと副代表 広密 玲子

半健康悟祉部長

*副支部長
*健康関係庶務担当副部長

いといとコ代表 佐伯 蔦弘 民生委員
いといきB代表 大島 患戯 民生委員
いといと副代表 洩野 正明 民生委員
いといきB代表 松猿 H人 民生委員

いきいきB代表 塁合 造子
キ健康智社郎儀康づくり

田部長

いといをB代表 滅野 晴美 ヘルスアップリーダー

役職名 役 員 関係団体等役職名

副 委 員 長

ダイニング代表
浅野ツヤコ 投青委員代表

ダイニングB代表 大島 章子 栄養士
アイニング副代表 茂野 民嶺 福祉協敏食事務局

翔 委 員 長

食事喫茶代表
佐伯 桂子 栄秦委員代表者

食事喫葉B代表 田原 博子 栄養委員代表者
食事喫茶B代表 洩野 晴美
食事喫茶B代表 大童 和子 栄養委員代表者■B支部長

劇 委 員 長

医療連携代表
黒佳 正子 好大会 ,医療関係代表

医療連携H代表 黒住 孝子 医療関係著

副 委 員 長

食材支捜代表
大島 浩文 *H会長

食材支観副代表 松浦 智恵 漁崇組合爆人部長
食材支振B代表 尾崎 和校 民生委員
食材支観B代表 工踏堂守男 *蔵寮部庶務担当副代表

食材支観剛代表 菌井  茂 *歴史観光部長

B,委 員 長
防災危機

`理

代喪
残野 節治 ■副会長

防災 危機管理

副  代  表 吉田 光扶 老
人会

防災 危機管理

副  代  表 斎藤  薫
ホ防災部長

防災 危機管理

剛  代  表 今城百合子 好人防火クラブ会長

支え合い事素郎

筐 務 総 括
二階4 京 単ふれあいテラス題営

割部長

監 事 大島 辰序 *監事
監 事 岡田 初雄 *監事
事 務 局 長 藤井 正信 *事務局長
事 務 局 員 大島 和恵 中事務局員
事 務 局 員 猪原 |し子 *事務局員

項  目 予算額 適 要

補   助   金 3.(Юq000 シーサイドいきいきサロン立ち上げ事業用

収 入 合 計 315(10,000

支出の部

置籐・だ磨栃偕翡″移,多〆ダ
その1 ひ と
みなさんと連携してい

その2も の
これまで築
産物環境

彰ゝてきた
等等

その3か ね
創意工夫の予算を…

福祉

環境

団連絡先FAX専用 六島まちづくり協議会 0365-67E63■ 3

① ① ①
各ジャンルで考えていきたいと思います

～各種事業の具体的内容～

項  目 予算額 摘 要

資 金 150,000
臨時職員…準備要員/開所式等行事要員/
その他

報  機   資 150,000 研修路師閉金 6腑座…視察謝金を含む

報 酬 160,000 準備委員

旅 資 軸 000 研修旅質・講師旅費他

マニュアル作成資/広報貴/開所式経費/
ポイン トカード作成

需  用  費 1,鴫 000
食事空用品/テ ラス机他/スタッフ着衣等
/調理器具/食事用

役   務   費 1哺000 通信費・手数料

備 品 購 入 貴 1.215,000
多目的物ほ・冷蔵庫・IHコ ンロ。パツヨン
更衣ロッカー等

使用料及び賃借料 80,000 物品等借り上げ料

雑 貸

予  備  費

支 出 合 計 3,tЮ9000

*項目間の充・流用はできる。


